
 

 

 

 

 

 

 

令和３年１月１８日 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 

一般財団法人光科学イノベーションセンター 

 

 

次世代放射光施設の愛称の募集について 
 
 

 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（理事長：平野俊夫、以下 QST）と一

般財団法人光科学イノベーションセンター（理事長：高田昌樹、以下 PhoSIC）は、

官民地域パートナーシップにより仙台市の東北大学青葉山新キャンパス内に建設中

の次世代放射光施設（2023 年度稼働予定）の愛称を広く募集することといたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

 放射光施設とは、加速された電子が放つ極めて明るい光（Ｘ線などを含む電磁波）

を利用して、物質を原子レベルで観察することができる、いわば「巨大な顕微鏡」

となる大型研究施設です。 

現在建設を進めている次世代放射光施設は、国内で利用できる他の放射光施設と

比較して、軟Ｘ線※１の輝度※２が最大約 100 倍あり、学術や産業の広範な分野で活用

が期待されています。 

 

幅広い分野から期待されている次世代放射光施設ですが、より多くの皆様に親し

みを持っていただけるように、愛称を広く募集することとしました。 

応募は、下記 QST のウェブページの応募フォームからのみ受け付けています。多

くの皆様からのご応募を、心よりお待ちしております。 

 

https://www.qst.go.jp/site/3gev/46323.html 

 

※１：軽元素を感度良く観察できるＸ線 

※２：放射光の明るさ 

 

【配付日時】 
令和３年１月 18 日（月）14：00 

【本件リリース先】 
（資料配付） 
文部科学記者会、科学記者会 
東北電力記者クラブ 
 



 

【本件に関する問い合わせ先】 
 (内容について) 
 QST 次世代放射光施設整備開発センター 嶋田 義清  
  TEL: 070-4459-9275  FAX：03-6852-8167  
  
 PhoSIC 総務企画部 加納 雅明 
  TEL/FAX: 022-752-2210 
 
(報道担当) 

 QST 広報課 
   TEL: 043-206-3026 E-mail: info@qst.go.jp 

 


